




 

 千葉大学小児外科教室で,1983 年から 4 年間に 4 例の出生前診断症例を経験したので報

告する。 

 1983-1986年に教室で経験した新生児外科手術症例は135例で,出生前診断のついた症例

は十二指腸閉鎖症 2例,臍帯ヘルニア 1例であった。さらに,外来にて経過観察中の両側水

腎水尿管症の 1例を加えて計 4例となる。 

 このうち,2 症例は羊水過多を指摘され,超音波検査,胎児造影を施行して先天性十二指

腸閉鎖症が疑われた。残る 2症例は,妊娠中の定期的超音波検査にて胎児異常を発見されて

いる。 


